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は
じ
め
に 、
今
期
の
特
徴
と
し
て
気
の
つ
い
た
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い 。

五
点
あ
る
が 、
そ
の
第一
は 、
特
定
の
分
野
に
し
ろ 、
資
料
に
し
ろ 、
大
き
な

語
棄
の
ま
と
ま
り
に
つ
い
て
の
調
査
や
考
察
が
低
調
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る 。

ま
し
て 、
語
象
論
と
は
何
か 、
語
棄
の
体
系
と
は
何
か
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ

る
論
考
は
な
い
と
い
っ
て
よ
く 、
こ
の
分
野
の
語
業
論
の
不
在
を
印
象
づ
け
た 。

第
二
は 、
第一
の
状
況
を
補
う
か
の
よ
う
に 、
意
味
の
研
究
が
活
発
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る 。
特
に
感
情
な
ど
心
的
な
内
容
を
表
す
語
棄
の
意
味
が
注
目
さ

れ 、
新
た
な
視
点
か
ら
記
述
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る 。

第
三
は 、
「
新
た
な
視
点」
と
い
う
こ
と
で
は
相
通
ず
る
が 、
今
期
の
女
性
語 、

オ
ノ
マ
卜
ぺ
の
研
究
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に 、
こ
れ
ま
で
周
辺
的
な
扱
い
を

受
け
が
ち
だ
っ
た
対
象
の
掘
り
起
こ
し
が一
部
に
み
え
た
こ
と
で
あ
る 。
新
た

な
対
象
化
の
意
識
に
よ
っ
て
研
究
が
活
発
化
し
そ
う
な
動
き
が
み
ら
れ
た 。

第
四
は 、
対
照
研
究
の
質
に
つ
い
て
で
あ
る 。
対
照
研
究
に
は 、
外
国
人
の

研
究
の
占
め
る
割
合
が
高
い
が 、
そ
の
研
究
の
多
く
は
対
照
さ
れ
る
言
語
聞
の

共
通
点
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
自
体
に
重
点
を
お
く 。
日
本
語
教
育

の
観
点
か
ら
意
味
の
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り 、
日
本
語
教
育
の
た
め
の 、
あ

38 

湯

浅

茂

雄

る
い
は
日
本
語
理
解
の
た
め
の
対
照
研
究
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
べ

き
時
期
に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た 。

第
五
は 、
対
照
研
究
以
外
に
も 、
多
く
の
外
国
人
の
研
究
が
見
受
げ
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
ま
で
の
本
欄
で
は 、
対
照
研
究
を
除
い
て 、
外
国
人
の
研

究
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が 、
今
期
は
比
較
的
多
く
の
外
国
人

の
研
究
を
取
り
上
げ
て
い
る 。

な
お 、
研
究
会
の
活
動
に
つ
い
て
は 、
把
握
に
十
分
な
資
料
を
持
た
な
い
が 、

今
期 、
語
実・
辞
典
研
究
会(
代
表 、
野
村
雅
昭) 、
西
日
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究

会
(
事
務
局 、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
日
本
語
研
究
セ
ン
タ
ー

内)
が
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
は
記
録
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る 。

以
上
は
大
ま
か
な
傾
向
で
あ
る
が 、
以
下 、
項
目
に
分
け
て
具
体
的
に
み
て

い
き
た
い 。
な
お 、
本
稿
の
た
め
に
リ
ス
ト
し
た
論
考
は 、
四
八
O
編
ほ
ど
あ

る
が 、
一
割
ほ
ど
は
閲
覧
で
き
な
か
っ
た 。
当
然
の
ζ
と
で
あ
る
が 、
以
下
の

展
望
は
閲
覧
で
き
た
限
り
に
お
い
て
で
あ
る 。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
範
囲
は 、

近
年
の
本
欄
の
扱
い
に
ほ
ぼ
従
っ
て
い
る 。
明
治
期
を
主
と
す
る
も
の 、
方
言

に
関
す
る
も
の 、
文
体
に
重
点
を
置
く
も
の
を
原
則
的
に
範
囲
外
と
す
る
こ
と

も
同
様
で
あ
る 。
な
お 、
ほ
ぽ
同一
の
内
容
を
別
稿
と
し
て
発
表
す
る
傾
向
が

複
数
の
著
者
に
み
ら
れ
た
が 、
こ
の
場
合
そ
の一
つ
に
言
及
し
た 。
ま
た 、
今



期
以
外
の
成
果
の
集
成と
し
て
の
出
版
に
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
かっ
た 。

ま
た 、
次が
出
典
と
な
る
も
の
は
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た 。

・『辻村敏樹教授古稀記念
日
本
語
史の
諸
問
題」
(明
治
書院 、
ω・3)
↓「
日

本
語
史
の
諸
問
題」
・カ
ツ
ケ
ン
プ
ッ
シュ
寛
子
ほ
か
編『
日
本
語
研
究と
日

本
語
教
育」
(
名古屋
大
学出
版会 、
mM-
m)
↓

『
日
本
語
研
究と
日
本
語
教

育
』・『
文
化
言
語
学
ーー
その
提言と
建設
||』

(三
省
堂 、
位-
U)
↓
『
文
化

言
語
学』・『
国
語
研
究
松村明先生喜寿記念会編』(
明治
書院 、
回-
m)
↓『

国

語
研
究』

意

味

会 (理論 ・ 現代 )

第二
の
特
徴に
述べ
た
が 、
こ
の
分
野
の
研
究
が
最も
多かっ
た 。
①
『日

本
語
学』
(ロf8 、
mm・8)
が「
連
想の
言
語
学」
を
特
集
し
た
こ
と 、
②「
国

語
学」
(問 、
mm-
U)
が 、
は
じ
め
て「
意
味
論」
を
特
集
し
たこ
と
も 、
活
発

な
研
究
状
況
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う 。
②
に
は(副題を
省略)
③
前
田
富

頑
「
国
語
意
味
論
研
究
の一
視
点」 、
④
野
林
正
路
「
モ
ノ
と
こ
と
ば」 、
⑤
新

野
直
哉
プ
役
不
足。
の
「
誤
用」
に
つ
い
て」 、
@
林
四
郎
「
語
の
意
味
づ
き

と
意
味づ
け 、
そ
の
循
環」 、
⑦
山
田
進
「
語
の
形
式と
意
味」 、
⑧森
田
い
ず

み
「
客
体
か
ら
主
体へ」 、
⑨
宮
崎
和
人
「「
1
ダ
ロ
ウ」
の
談
話
機
能に
つ
い

て」
の
七
編
が
あっ
た
が 、
こ
れ
ら
すべ
て
を
「
意
味
論
の
研
究」
に一
括
で

き
る
か
ど
う
か
につ
い
て
は 、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方が
あ
る
よ
う
に
思
う 。
議

論
の
余
地
が
あ
る
と
す
れ
ば 、
こ
の
こ
と
は
「
意
味
論
の
研
究」
が
活
発
で
あ

る
と
同
時
に 、
「
意
味
論
の
研
究」
の
解
釈も
舷
大
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

「
認
知
科
学」
や
「プロ
ト
タ
イ
プ」
な
ど
の
用
語
が
本
欄に
登
場
す
る
の

は
前
前
回 、
前
回か
ら
で
あ
る
が 、
今
期 、
認
知
意
味
論
に
関
し
て
⑩ジョ
l

三五
口口

ジ・
レ
イコ
フ
(池上
嘉彦・
河上誓作他訳)
『
認
知
意
味
論
言語から見た人間

の心』
(紀
伊
国屋
書庖 、
自・1)
な
ど
の
翻
訳
や 、
⑪
安
西
街一
郎ほ
か
編「
認

知
科
学ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク」
(
共立
出版 、
幻-3)
な
どが
出
版さ
れこ
と
の
意
味

は
大
きい 。
『
言
語」
も 、
頻
繁に
認
知
科
学や
認
知
言
語
学の
成
果
を
と
り
あ

げて
い
る 。
こ
れ
ら
の
動
き
は 、
国
語
学の
意
味
論
に
も
影
響
を
与え
ず
に
は

お
か
ない
で
あ
ろ
う 。
理
論
の
紹
介の
た
め
日
本
語に
言及
す
る
も
の
を
除く

と 、
日
本
語
の
意
味
研
究
の
方
法
論で
こ
の
立
場
を
鮮
明
に
す
る
も
の
には 、

⑫
森
雄一
「
日
本
語
の
な
か
の「心|身メタファ|」」
(『
国語研
究』) 、
⑬
川
出
才

紀「
基
本
形
容
調の
プ
ロ
ト
タ
イプ
構
造」
(『信州大
学教
養部紀要」
幻 、
mm・

3)
な
ど
が
あ
り 、
必
ず
し
も
多
く
ない
が 、
プロ
ト
タ
イ
プ
的
な
発
想
な
ど
が

背
景
に
う
か
が
わ
れ
る
論
考は
少
な
く
な
かっ
た 。

構
成
意
味
論
を
提
唱
す
る
野
林
正
路に
は 、
④の
ほ
か 、
⑪
「
認
識
言
語
学

の
開
拓

||中国と日本における〈茄子〉の分類・
語集体系の記述と価値比較試論
|」

(『
茨城
大
学教
養部
紀要』
M 、
幻-3) 、
⑮「「
手
持ち
の
意
味」
と
「
生
け
る

通
徹の
意
味」
語の意味と知のありかたをめぐって」(『
国文
学解釈と
観賞」
湖 、
回-

1)
が
あっ
た 。
今
期
に
限ら
ず 、
こ
れ
ら
は「
人
間活
動
の
全
面
性を
容
れ
た

言
語
観」
の一
貫
し
た
主
張
で
あ
り 、
そ
の
言
語
観に
基
づ
く

理
論
と
そ
の
実

践
で
あ
る 。
⑭は
対
照
語
実
論の
方
法と
し
て
も
興
味深
く 、
「モ
ノ」
の
語
実

記
述
に
関
す
る
氏
の
理
論と
方
法の
有
効
性
を
示
し
た 。
ま
た 、
⑭で
は 、
は

じ
め
て
「
価
値
意
識」
に
触
れ
る 。

意
味
記
述
の一
般
的
な
理
論
につ
い
て
は 、
メ
タ
言
語の
あ
り
方
を
問
題
と

す
る
③
前田
富
旗 、
多
義
論
よ
り
も
単
義
論
の
立
場に
よ
る
ほ
う
が
有
意
義な

意
味
記
述
と
な
る
確
度が
高い
と
す
る
⑦山
田
進
の
論
が
あっ
た 。

「
同
義」
の
理
論
につ
い
て
は 、
⑮山
田
進「
同
義に
関
す
る二
三
の
問
題」

(『日
本語研
究と
日
本語教育ど
が
あっ
た 。
意
義
素レ
ベ
ル
で
は
ほ
と
ん
ど
同
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一
は
あ
り
え
ない
が 、
「
文
脈
補
充
特
徴」
を
考
え
合せ
る
と 、
全
体と
し
て
は

ほ
ぼ
同
じ
解
釈
が
成
立
す
る
と
す
る 。

類
義
語
の
研
究
に
関
し
て
は 、
後
述
の
⑩
渡
辺
実
が
あ
る
が 、
他に
⑪小
林

可
奈
子
「「
よ
ほ
ど」
「
よ
く
よ
く」
の
意
味
分
析」
(『
鹿児
島短
期大
学研
究紀

要』
印 、
幻-
m) 、
⑮土
岐
留
美
江「
ゆっ
く
り・
ゆっ
た
り・
の
ん
び
り」
(「日

本
語研
究』
口 、
m出-
U) 、
対
照
研
究の
方
法
を
用い
る
も
の
と
し
て 、
⑬金
慶

恵
「
日
本
語
と
韓
国
語の
意
味
論
的
対
照
研
究
||「っかむ」
「に
ぎる」
と「
H

4

E
E]」「司叶[
号一
生」を中心に
|l」

(
同) 、
⑮
佳
鐘
勲「
韓
国
語と
日
本
語
に

お
け
る
意
味
の
重
な
り
と
ず
れ
に
つ
い
て
4|「キプンが悪い」を中心に
||」(『語

文』
郎 、
目・
3)
が
あっ
た 。

多
義
語
に
関
し
て
は 、
@
丹
保
健一
「
多
義
語
の
中
心
的
意
味と
周
辺
的
意

味
||「かりる」

の場合(
三」
(『文
芸
研
究』
問 、
位-
5) 、

⑫
同
「
多
義
語
に
お

け
る
語
義
の
区
切
り
方
を
め
ぐっ
て
||数量・
実質・
刺激を表す形容詞の場
A

T|」

(「三
重
大
学教
育
学部
研究紀要」
必 、
ω・3) 、
⑮
同「
辞
書
に
見
ら
れ
る
多
義

立
項
基
準
を
め
ぐっ
て
||状態・

時間・
類型・
程度・
評価・
性向形容詞の場A
T|」

(
同“ 、
目・3)
の一
連の
研
究が
あっ
た 。
@
籾
山
洋
介「
多
義
語の
分
析1

4
雨から時間へ
||」

(『日
本語研
究と
日
本語教育』)
は 、
「
と
こ
ろ」
を
例と

し
て 、
多
義
語
分
析は
中
核
的
意
味(コ
ア) 、
基
本
義
(プロ
トタイプ) 、

多

義
的
別
義
相
互の
関係
を
明
ら
か
に
すべ
き
だ
と
す
る 。

意
味
変
化に
つ
い
て
は 、
⑤
新
野
直
哉の
ほ
か 、
@
高
橋顕
志
「
同
音
衝
突

||解決の
諸

相ll

」

(『
都大
論究』
却 、
児
-
6)
の
具
体
的
事
例に
立
脚し
た
モ

デ
ル
化
の
研
究が
あっ
た 。
こ
の
過
程で「
類
義
衝
突」
「
類
義
牽
引」
の
問
題

が
新
た
に
対象
化
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る 。

ま
た 、
⑮『
日
本
語
学』
(
ローl 、
mm・
-)

の
特
集「
喜
怒
哀
楽の
こ
と
ば」

に
示
さ
れ
る
よ
う
に 、
今
期 、
感
情
表
現
に
関わ
る
語
会の
意
味へ
の
注
目が

目
立っ
た 。
副
調
の
感
情
表
現の
機
構
を 、
表
現
に
必
要
な
意
義
特
徴へ
の「
注

目」
な
ど
の
観
点か
ら
説
明
す
る 、
⑫
中
道
真
木
男・
有
賀
千
佳
子
「
感
情
表

出
表
現
に
お
け
る
副
調の
は
た
ら
き」(
同)
や 、
統
辞
条
件
下で
の
格の
あ
ら

わ
れ
方と
人
称
制
限か
ら
感
情
形
容
調の
意
味の
階
層
化
を
行
う 、
⑮
東
弘
子

「
統
辞
的
特
徴に
よ
る
感
情
形
容
詞の
意
味
記
述」
(『
名古屋大
学国
語国文
学』

η 、
目・
7) 、

対
照
研
究
と
し
て 、
⑮大
滝
幸
子「「
人
聞を
形
容
す
る
形
容
詞

の
意
義
素
記
述」
に
お
け
る
日
中
対
照
研
究」(『
明海大
学外国語学
部論集』5 、

犯・
3)
な
ど
が
あっ
た 。
ま
た 、
⑩
渡
辺
実「
心
状
を
表わ
す
語の
意義
記
述

の
試
み
||「にくむ・

ねたむ・
きらう・
うらやむ」
||(『文

化
言
語
学」)
は 、
類

義
語の
意
味
記
述で
も
あ
る
が 、
心
状
語
会の
多
く
が
語
義
的
条
件に
お
げ
る

共
起
制
限
が
緩や
か
な
の
に
対
し
て 、
評
価
的
条
件に
おい
て
は
か
な
り
厳
し

い
共
起
制
限
を
受け
る
と
す
る
指
摘
や
そ
の
具
体
的
な
記
述
例は 、
感
情
語
象

の
意
味
記
述一
般
に
関わ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る 。

形
容
調一
般で
は 、
そ
の
語
釈
を
考
察
す
る 、
⑪
大
島
中正
「
国
語
辞
書に

お
け
る
形
容
詞
の
語
釈の
類
型
||
『例解新国語辞典
(
第
3版)
」
を調査資料として
|

|」
(『
同志
社大
学学術研
究
年報W』
G 、
m出・
ロ)
が
あっ
た 。

色
彩
語の
意
味 、
表
現
性に
つ
い
て
は 、
色
彩
形
容
調の
表
現
性
を色
彩
名

詞と
の
比
較
で
論
じ
る 、
@
沢田
奈
保
子
「
名詞
の
指
定
性
と
形
容
調の
限定

性 、
描
写
性に
つ
い
て
||色彩名詞と色彩形容詞の
使い
分けの要因の分析から
||」

(「言語研
究』
問 、
MM-
m)
や 、
対
照
研
究
と
し
て 、
@N-
gωO口問「
色一
そ

の
文
化
と
意
味
論」
(「浦和論叢』
9、
位-
m)
が
あっ
た 。

特
定の
語に
つ
い
て
は 、
@
須
賀一
好
「
副
調
「
あ
ま
り」
の
意
味
す
る
程

度
評
価」
(「山形大
学紀要(人
文科学)」
ロ1
3 、

回・
1) 、

@
小
林
可
奈
子

「二
つ
の
節
を
前
提と
す
る
副
詞の
意
味
分
析に
つ
い
て
||「あまり」「よほど」

「いったん」
を例として
|l」

(『
都大
論究』
却 、
切-
6) 、

@
秋
山
俊
広
「「
あ
つ
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業 (理論・現代 )

か
う」
の
意
味
分
析」
(「
日
本語研
究」
口 、
m出・
ロ)
な
ど
が
あっ
た 。

な
お 、
以
下
も
特
定の
語
を
扱
う
が 、
文
法
論
で
扱わ
れ
る
べ
き
も
の
も
あ

ろ
う 。
あ
え
て
ここ
で
扱
う
の
は 、
複
数の
論
者
が
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て 、

今
期
の
注
目
点
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る 。

「
と
て
も」
を
扱っ
た
も
の
に 、
@王
信「
肯
定
部
を
修
飾
す
る「と
て
も」

の
用
法」
(『湘
南文
学』
初 、
MM・
3) 、

@
同
「「
と
て
も」
の
程
度
副
調
化へ

の
展
開
」
(
同幻 、
目・3) 、
⑮
吉
井
健
「
国
語
副
詞の
史
的
研
究
||
「と
て
も」

の語史」
(『文
林』
幻 、
mm・3) 、
⑩
播
磨
桂
子「「
と
て
も」
「
全
然」
な
ど
に
み

ら
れ
る
副
詞
の
用
法
変
遷の一
類
型」
(『語文研
究』
布 、
m-
6)
が
あっ
た 。

@⑮
は 、
明
治
期
の一
二
七
編
の
資
料
の
調
査
に
基
づ
く
力
作で
あ
り 、

⑩は 、

肯
定・
否
定
↓

否
定
↓

肯
定で
強
調
語の
三
段
階と
な
る
類
型
と
そ
の
変
化
の

要
因を
探
る
好
論
で
あ
る 。
副
助
調
の「
だ
け」
「
ば
か
り」
及
び
そ
れ
を
含
む

考
察
に
は 、
@
井
島正
博
「
限
定
表
現
の
多
層
的
分
析」
(「紀要文学
科(
中央

大
学)
』

的、
四・
2) 、
@
陳
連
冬
「「
だ
け」
と
「
ば
か
り
」

に
つ
い
て
||個

限定と類限定の観点
|t」(

喜山
語文」
n 、
mM・
3) 、

@
安
容
柱「
韓
国
語
を
母

国
語と
し
て
い
る
人
々
か
ら
見
た
副
助
調
「
だ
り」
と
「
ば
か
り」
の
考
察」

(『語
文』
幻 、
幻-
3) 、

@
丹
羽
哲
也
「
副
助
詞に
お
け
る
程
度
と
取
り
立
て」

(「
人
文研
究」
川Hlu 、
m出・
ロ)
が
あっ
た 。
異
な
る
方
法
に
よっ
て
相
通
じ
る

結
論
が
導か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
興
味深い 。
接
続
助
詞
「の
で」
と
「
か

ら」
を
扱
う
も
の
に 、
⑮国
広
哲
弥
「「の
だ」
か
ら
「
の
に」・「の
で」
へ
l

「の」
の共通性」
(『日
本語
研
究と
日
本語
教
育』) 、
⑮
内
田
万
里
子「「
か
ら」
と

「
の
で」
ーーその意味と機能
||」

(『京
都
外国
語
大
学研
究
論
叢』
位 、
mm
・9) 、

@
尾
方
理
恵「「か
ら」
と
「
の
で」
の
使い
分
け」
(『国語研
究』〉
が
あ
る 。

⑮
は
「
か
ら」
H

客
観
的・
直
接
的 、
「
の
で」
H

主
観
的 、
間
接
的
と
し 、
永

野
説に
真っ
向か
ら
対
立
す
る 。
@も
⑮に
共
通
す
る
判
断が
あ
る 。
すべ
て

圭五
関口

を
あ
げ
ら
れ
ない
が 、
こ
の
他 、
「につ
い
て」
と
「に
対
し
て」 、
終
助
調・

副
助
詞
の「
か」 、
終
助
調の「
わ」
「
よ」
「
ね」 、
文
末
辞「で
あ
る」
と「
だ」

な
ど
が
複
数の
論
者
に
よっ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た 。

、

語
集
論
及
び
語
嚢
調
査
の
方
法

比
較
的
大
き
な
語
棄
を
対
象
す
る
も
の 、
そ
の
体
系
を
問
う
よ
う
な
研
究
が

低
調
で
あっ
たこ
と
は
すで
に
述べ
た
が 、
語
集
論や
語
業
調
査
の
方
法
に
関

し
て 、
田
島
敏
堂
に
精
力
的
な
提
言
が
あっ
た 。
⑩
「
語
業
論
の
課
題
||集団

的規範と個別的実

現||」
(『
名
古屋
大
学国
語国文
学」
口 、
m出・
ロ)
は 、
語
嚢
論

も
ラ
ン
グ
的
側
面とパ
ロ
lル

的
側
面を
区
別すべ
きこ
と
を
説
き 、
研
究
分

野
を
語
黛
元
素
論(個々
の
語 、
語構成の
研究)
と
語
業
総
体
論(総
体として

の
語業)
と
す
る
こ
と
を
提
唱
し 、
後
者
に
は
語
実
体
系
論 、
ヨ開
業
分
類
論 、
単

位
論
な
ど
を
含む
と
す
る 。
⑩「
語
禁
論
的
語の
単
位
試
論
|i意味単位と分類単

位と
||」

(『日
本語
論
究2』 、
犯-
m)
で
は 、
語
業
論 、
語
集
調
査
に
お
け
る

単
位の
考
え
方と
し
て 、
語
象
論
的
語
の
独
立
単
位
と
し
て
「
分
類
単
位」
と

意
味
構
造
分
析の
単
位
と
し
て
の
「
意
味
単
位」
を
提
唱
し 、
こ
の
立
場
を
取

ら
ない
場
合と
の
違い
も
検
証
す
る 。
な
お 、
田
島の「
意
味
構
造
分
析」
は 、

あ
く
ま
で
語
業
分
析
上
の
用
語で
あ
る
が 、
「
意
味につ
い
て
の
構
造
分
析」
と

も
受
け
取
れ
る
点
で
問
題
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
@「
語
業
指
標
||語集

の数量的側面と語集研究への視点
||」

(『日
本語
研
究と
日
本語
教
育ど
で
は 、
語

象
を
特
徴づ
け
る
数
値
的
指
標と
し
て一一一
種に
及
ぶ
数
値
的
指
標
を
提示
す

る 。
特
に 、
個
別
語
象の
特
徴
を
探
る
て
が
か
り
と
し
て 、
C
印(上
位から
累

積
使用率ω
%に
達す
る
異
語
数)
と
D
m(上
位か
ら
累積
異語
率が
m
%に
最も

近い
異
語
数)
に
注
目
す
る
が 、
こ
れ
ら
は 、
⑪「
日
本
語
学」
ロ
日・
ロ 、
回­

m-
H)
に
も
紹
介が
あ
る 。
こ
れ
ら
を
古
典
の
語
業
分
析に
役
立
て
た
論
考
を
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集
め
た
@
『
語
業
分
析
の
視
点
と
し
て
の
D
M」
(目
・5)
も
あ
る 。

ま
た 、
異
な
り
語
数の
推
定に
関
し
て
は 、
@
山
崎
誠
「
テ
キ
ス
ト
デ
l
タ

の
異
な
り
語
数の
推
定」
(『小怯英雄縛士退官記念
日
本
語学論
集』 、
mm・7)
が

あ
り 、
ぺ
た
で
入
力
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
デ
1

タ
か
ら
異
な
り
語
数
を
推
定
す
る

方
法
を
論じ
る 。四、

基
本
語
集
及
び
日
本
語
教
育
の
た
め
の
語
集

基
本
語
棄
に
つ
い
て
は 、
@
真田
治
子
「
諸
言
語
の
基
本
語
会の
有
効
性
の

比
較」
(『計量国
語
学」
凶17 、
m出・ロ)
が 、
計
量
的
な
方
法
に
よ
り
日
英
仏

西
の
基
本
語
棄
の
有
効
性
を
比
較
検
討
し
注
目
さ
れ
た 。
ま
た
以
下は
日
本
語

教
育
に
直
接
関わ
る
も
の
で
あ
る
が 、
@
竹
端
瞭一
「
自
然
な
話
し
方の
た
め

の
基
本日
本
語
Ilk-NI

E
E
150OB
--」

(『川
村
学園女子
大
学研
究

紀要」
311、
位-
3)
は 、
著
者
の
文
章
も
原
則
的
に
こ
の
語
会
表(改
訂
版)

の
用
語
に
よ
る
とい
う
実
践
を
示
す 。
⑮
相
津正
夫「『
日
本
語
教
育
の
た
め
の

基
本
語
黛
調
査
』

と
複
合サ
変
動
詞」
(『
研
究報
告集(
国立
国
語
研
究所)」
M、

目
・3)
は 、
表
題
の
語
会
調
査
「
基
本
語六
千」
の
中に
サ
変
動
調
と
な
る

も
の
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
を
調査
し
た
も
の
で
あ
る 。
時
期
を
隔
て
た
基
本

語
裳
を
比
較
考
察
し
た
も
の
に 、
@
桜
井
隆
「
日
本
語
教
育
基
本
語
辞
典
収
録

語
の
変
遷」
(『濁
協大
学教
養諸
学研
究』
%。2 、
幻-
3)
が
あっ
た 。
@
野
元

菊
雄
「
簡
約日
本
語
語
粂
の
意
味
分
野」
(「日
本語
学」
ロ』5 、
mm・5)
は 、

「
簡
約
日
本
語
語
裳」
の
意
味
分
野
を「
分類
語
黛
表』
と
比
較
し
特
徴を
述べ

λv 。次
に 、
日
本
語
教
育
の
た
め
の
語
裳
に
つ
い
て
は 、
学
習
目
的
に
沿
う
諾
粂

教
育
の
観
点に
立
ち 、
特に
専
門
文
献の
読
解
な
ど
に
つ
な
が
る
語
会
を
考
え

る
も
の
が
目に
と
まっ
た 。
今
後
も
活
発
化す
る
可
能
性が
感じ
ら
れ
る 。
@

仁
科
喜
久
子
・

武田
明
子
「
助
詞
相
当
句
を
中
心
に
み
た
科
学
技
術
日
本
語
テ

キ
ス
ト

の
分
析
||理工系大学院留学生の専門書読解のために
||」(『人

文
論叢(
東

京工
業大
学)」
問 、
目
・3)
は 、
理工
系
の
各
分
野
の
専
門
必
修
教
科書
を

調
査
し 、
読
解
に
必
要
な
助
詞
相
当
句
を
抽
出
す
る
労
作で
あ
る 。
⑩
山
元
啓

史
「
日
本
語
の
説
明
文と
専
門
文
献に
お
け
る
手か
が
り
語の
特
徴に
関す
る

研
究」(『文
事言
語研究言
語篇』
μ 、
幻-
8) 、

@
赤
松
み
の
り
「
分
野
別
語

業
教
育
論
|1文法的意味・
語象的意味の視点から
||」

(『立
命
館言語
文
化
研
究』

4』2・3 、
m出・ロ)
も
専
門
分
野
に
つ
な
が
る
語
業
教
育に
関
係
す
る 。
ま
た 、

@
野
村
雅
昭
・

山
下
喜
代
「
日
本
語
教
育
の
た
め
の
漢
字
・

漢
語
デ
ー

タベ
ー

ス」
(『
講座日
本語教育』
お 、
mm・
3)
も
書
き
こ
と
ば
の
世
界
を
視
野に
入
れ

る
語
黛
指
導
の
あ
り
方を
模
索
す
る
も
の
で
あ
る 。

日
本
語
教
科
書の
語
集に
つ
い
て
は 、
@
山
下
喜
代
「
日
本
語
教
科
書
の
語

索」
(『日
本語
学』
ロ62 、
mm・2) 、
⑭
同「
日
本
語
教
育書
に
お
り
る「
接
辞

的
漢
語」」
(『
早稲田日本
語
研究』
1、

mm
・3)

が
あっ
た 。

42 

五、

特
定
分
野
・

品
調
の
語
集

今
期 、
感
情
を
表
現す
る
語
集
の
意
味
の
研
究
が
活
発で
あっ
た
こ
と
は
す

で
に
述べ
た
が 、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中 、
⑮
の
巻
頭
論
文
⑮
前
田
富
旗
「
日

本
語
の
感
情
を
表
す
こ
と
ば」
は 、
語
象
研
究と
し
て
の
感
情
語
研
究
の
問
題

点を
指
摘
し
て
有
益
で
あ
る 。
感
情
語と
い
え
ば 、
形
容
詞が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多い
が 、
感
情
動
調か
ら
考
え
るべ
き
で
あ
る
と
し
た
上
で 、「
上
代

語」
を
例
に
と
り 、
感
情
語
象の
体
系
を
考
え
る
た
め
の
試
案
も
提
示
す
る 。

身
体
語
棄
に
つ
い
て
は 、
⑮
吉
田
則夫「
身
体
語
会に
つ
い
て
の
研
究
||身

体部位名称を含む動詞・形容詞・形容動詞・副詞
||」

(『小林芳規博士退官記念
国
語
学

論集』
幻・
3)
が
あっ
た 。
各
分
野
語
集
を
相
互
連
関
的に
記
述
し
てい
く
試



み
で
あ
る
と
す
る 。

地
名に
つ
い
て
は 、
@
金
井
弘
夫「
日
本の
地
名
密
度」
(『言
語』 、
幻1日 、

m出-
m) 、
⑩
鏡
味明
克「「
銀
座」
と
地
方
名
称と
の
接触
を
中
心
と
す
る
商
業

地
名
の
研
究」
(『
三
重大
学教
育
学
部
研
究
紀要」
HH 、
目・3)
は 、
ど
ち
ら
も

全
国の
分
布
状
況
に
ふ
れて
興
味深
かっ
た 。
特に
⑩は
分
布の
時
期 、
語
構

成 、
他
の
型と
の
接触・
共
存
な
ど
か
ら
考
察
さ
れ
て
お
り 、
語
業
論
と
し
て

の
地
名
研
究
と
し
て
示
唆
に
富
む 。
な
お 、
⑮
金
井
弘
夫
『
新・
日
本
地
名
索

引』
(三
巻 、
アボツ
ク
社 、
目・U)
は 、
地
形
図
に
現
れ
る
約三
八
万
件
の
地

名
を
収
録し 、
磁
気テ
1プ

や
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
で
の
利
用
も
で
き 、
地

名
の
分
布
図
を
作
る
こ
と
も
可
能
だ
とい
う 。

慣
用
句
に
つ
い
て
は 、
⑩
伊
藤三
郎
「
数
を
含む
慣
用
句と
諺(日・
英比
較

し
て)」
(『
名古屋
女
子大
学紀
要」
潟 、
幻-
3) 、

⑪
伊
藤
長
「
慣
用
句
対
照
研

究
||日・

猿慣用句の対応関係
|l」

(『
言
語
文化
論集」
初 、
位
-

9)
な
ど 、
対

照
研
究
に
よ
る
も
の
が
あっ
た 。

ま
た 、
語
学
的な
立
場か
ら
の
も
の
で
は
ない
が 、
食
物
語
集に
関
し
て
⑫

吉
田
優
子・
池
添
博
彦
「
新
聞
に
認
め
ら
れ
る
食
物
語
象に
つ
い
て
第凹
報」

(
「
帝広
大谷短
期大
学紀要」
ぬ、
幻-
3)
は 、
九一
年三 、
九
月
期
の
地
方
紙 、

計一
四
四
四
頁
に
七
六
八
種の
食
物
名が
出
現
す
る
こ
と
を
報
告
す
る 。

特
定の
品
調
に
つ
い
て
は 、
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
『
計
算
機
用
日
本
語

基
本
形
容
詞
辞
書」 、
同『
動
調辞
書』
が
すで
に
刊
行
さ
れ 、
こ
の
デ
ー

タ
を

考
察
す
る
も
の
と
し
て 、
⑮
橋
本三
奈
子・
青
山
文
啓
「
形
容
調の
三
つ
の
用

法一
一終
止 、
連
体 、
連
用」
(「
計量
国
語
学」
M15 、
位-
6) 、

⑪
永
田
高
志「
統

計
手
段
に
よ
る
動
詞
分
類2(
テ
ン
ス・
ア
スペ
ク
ト

/ム
l
ド

編)・
同
3(
総

合
編)」
(『
文
学・芸
術・文
化』
3'3
・411 、

白
・3 、

白
・7) 、

⑮
宮
島
達

夫
「
形
容
詞の
語
形
と
用
法」
(『
計量
国
語
学」
川口t2 、
mm・9)
が
あっ
た 。

会(理論 ・ 現代)三五
日ロ

ま
た 、
形
容
詞
の
分
類
に
関し
て
は
⑮
細
川
英
雄
「
形
容
詞の
主
観
性に
つ

い
て
ll対象内容による形容詞の分類とその位置づけ
||」(『

早
稲田
日
本語
研
究」

1 、
回
・3)

が
あっ
た 。

感
動
調で
は 、
⑪
秋
元
美
晴
「
感
動
調
的
呼
掛か
け
語
の
変
遷(I)
(H)

||明治時代から昭和時代にかけて
||」

(「
神奈川
大
学人文
研
究』
川・川 、
幻-
5-

M)
の
労
作
が
あ
る 。
現
代
に
近
付
くに
つ
れ 、
使
用さ
れ
る
語の
種
類が
減
少

す
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
てい
る 。

人
称
代
名
詞
な
ど
呼
称に
つ
い
て
は 、
⑬
大
西
智
之
「
日
本
語
の
自
称
詞と

人
称
代
名
詞」
(
『
帝塚山
大
学
教養
学部紀
要』
初 、
幻-
4)
の
ほ
か 、
対
照
研

究が
目
立っ
た 。
⑮
彰
飛
「
日
本
語と
中
国
語
の「
役
職
名」」
(『日
本語
学』
日

l3 、
白・3) 、
⑩
吉
見
孝
夫・
馬
場
俊
臣・
周
蕊
「
中
日
両
国
語の
呼
称
の
比

較
||複雑さと使い分け
||」

(『北海
道
教
育大
学紀要
第一
部A
人文
科
学編』
G

'1、
学
7) 、

⑪
郭
春
貴
「
日
中
両
国
語に
お
け
る
人
称
代
名
調
の
用
法
の
比

較
研
究」
(『
広島修大
論

隼↑|人文
編||』
お1
2 、

目・
3)
など
が
あっ
た 。

固
有
名
詞
に
関
し
て
は 、
⑩
小
野正
弘「
固
有
名
調の
性
格
を
め
ぐっ
て
||

個別指示の問題をてかがりとして
||」(『

文
化
言語
学ど
が
あ
り 、
ま
た 、
構
造
人

類
学
的
立
場か
ら
で
あ
る
が 、
⑮
出
口
顕「
野
性の
個
人
名
|1微分化と反復のあ

い
だに
||」

(『思
想』
側 、
ω・3)
も
固
有
名
調を
考
え
る
際
に
参
考と
な
る 。

な
お 、
数
詞に
関
し
て
は 、
⑩
安田
尚
道
「
日
本
語
数
詞
研
究
文
献
目
録」

(「
青山
語
文』
幻 、
川町
・3)

が
あっ
た 。

六、

特
定
資
料
の
語
集

特
定
資
料
の
語
棄
に
関
し
て
は 、
今
期 、
教
科
書 、
特
に
固
定
読
本ご
期1四

期)
の
語
棄
が
多
角
的に
分
析
さ
れ
た 。
⑮
藤
原
浩
史「
固
定
読
本の
語
集
の
性

格」
(『日
本語
学』
ul2 、
幻-
2)

⑩
木
村
睦
子「
固
定
読
本の
語
黛と
表
現」
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(
同) 、
@
加
藤
安
彦
「
固
定
読
本の
喜
怒
哀
楽
を
表
す
こ
と
ば
||学年経過に伴

う
語の
多様化
|l」

(『
日
本
語
学」
ロ1
1 、

目・
1) 、

⑩
高
梨
信
博「
国
語
教
科
書

の
語
実
の
変
遷」
(
検
定
期の一
種
も
含
む
。

『
日
本
語
学』、
ロt2 、mm
・2)

が
あ

る
が 、
特に
⑮で 、
雑
誌
の
語
集
調
査
な
ど
の
比
較
か
ら 、
固
定
読
本の
語
集

の一
般
性
と
特
殊
性が
巨
視
的
に
把
握
さ
れ
た
こ
と
は 、
今
後の
具
体
的
な
分

析
に
見
通
し
を
与え
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。
ま
た 、
⑮に
お
け
る
外
来
語
の
使

用
状
況
の
デ
l

タ
と
そ
の
考
察
は 、
他
の
資
料と
の
比
較
考
察
の
材
料
を
提
供

す
る
も
の
と
し
て
あ
り
が
たい 。
ま
た 、
@
i

⑩の
考
察
の
た
め
に
示
さ
れ
た

各
種の
諾
象
表 、
集
計
表
も
有
益
で
あ
る 。

現
代
の
教
科書に
つ
い
て
は 、
⑮
土
屋
信一
「
文
化
語
棄
の
探
求
||社会科基

幹
諾
葉表
||」

(『
共立
国
際文
化』
21I 、

幻-
3)
が
あ
る 。
前
回
の
本
欄で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
が 、
「
高
校
教
科
書の
語
嚢
調
査」
の
デ
l

タ
に
よ
る
著
者
の

前
期
に
続く
分
析
の一
つ
で
あ
る 。
「
基
幹
誇
象」
の
抽
出
手
続
き
を一不
し 、
結

果と
し
て
の
語
雲
を
示
す 。
⑩
広
川
宣
子「
日
本
語
の
概
数
表
現
|初級教科

書を中心として
||」

(『雪口語
文
化
研
究』
l 、

幻-
3)
は 、
小
学
校
全
学
年
の
四

教
科の
教
科
書
を
資
料と
す
る
「
約
・

お
よ
そ
・
く
らい・・・・」
な
ど
の
「
概

数
表
現」
の
謂
査
で
あ
る 。

ま
た 、
俵
万
智
の
短
歌
に
関し
て 、
⑪
酒
井
恵
美
子「『サ
ラ
ダ
記
念日」
の

文
体」
(『日
本
語
学」
日
。7、
ω
・
7) 、
⑫
今
野
真二「
そ
し
て
誰
もい
な
く
な

っ
た
||
俵
万智を
中心
とし
た
短歌の
言語学
的
研
究

||」(
同)
が
あ
っ

た 。
こ
れ
ら
は

語
象
的
な
特
徴
につ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
大
きい 。

童
謡
の
計
量
的
な
研
究に
関し
て
は 、
⑩
中
野
洋・
鶴
岡
昭
夫
「
童
謡
の
語

業」
(『
日
本語
学」
日l2、
ω
・
2) 、
⑩
中
野
洋「
童
謡
に
お
け
る
リ
フ
レ
イン

と
語
の
度
数
分
布」
(『
計量
国
語
学』
凶14 、
平
3) 、

⑮
同「
童
謡
の
作
品
別

語
種・
品
詞
分
布」
(
問団16、
幻-
9)
が
あっ
た 。
⑩は
他の
語
裳
調
査
と

の
比
較
に
よっ
て
章
謡の
語
棄
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴が
考
察さ
れ
てい
る 。
⑩

は
リ
フ
レ
イン
と
語
の
度
数分
布
を
扱
う
も
の 、
⑮は
童
謡の
語
種
品
調
分
布

に
関し
て 、
語
種
比
率
値
CMハ河
を
提
唱
す
る 。
ま
た 、
歌
謡
に
関し
て 、
⑩日

向
茂
男
「
歌
謡
ポ
ッ

プ
ス
の
日
本
語」
(「日
本
語
学』
日
9、
幻-
9)
が
完
結

し
た 。
表
題
か
ら
は
窺
え
ない
が 、
資
料は
歌
調
中の
語
棄で
は
な
く 、
曲
名

中
の
語
棄
であ
る 。

⑪
土
屋
信一
「
特
徴
語
の
取
り
出
し
||
選挙
公報の用語
の分析を例と
し
て

||」

(『応
用
言
語
学講
座」
5 、

幻・7)
は 、
表
題
の
資
料の
「
狭
く
て
深い」
語を

洗い
出し 、
考
察
す
る 。

ま
た 、
辞
書
の
語
棄
を
比
較し
て
語
実
変
化の
問
題
を
扱
う
も
の
に 、
⑩
永

田
高
志「
現
代
の
語
棄
の
変
遷
||『広辞苑」

第三版と第四版を比較して」
(『
文
学・

芸
術・
文
化」
511、

目
・

6)
が
あっ
た 。

44 

七 、
語
構
成・
造
語

[
語
構
成]
⑩
斎
藤
倫
明『
現
代
日
本
語
の
語
構
成
論
的
研
究
||吉田に
お
り
る形と

意味
||』

(ひつ
じ
書房 、
幻-3)
が
出
版
さ
れ
た 。
ま
さ
に
表
題
の
と
お
り
の

テ
lマ

を一
貫
し
て
追
求し
て
き
た
著
者の
成果
で
あ
る 。
続
発
表
の一
部と

書
き
下ろ
し
か
ら
な
る 。
書
き
下ろ
し
部
分
の「序
私
の
語
構
成
論」
で
は 、

著
者
の
語
構
成
論
を
文
法
論
の
中に
位
置づ
け 、
直
接の
研
究
対
象
を
派
生
形

態
論
で
作
ら
れ
る
語と
規
定
す
る 。
例
を
み
な
い
明
確
な
表
明
で
あ
り 、
今
後

の
研
究に
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。
ま
た 、「
単
語
化とい
う

形
態
論
的プ
ロ
セ
ス」
も
重
要
な
概
念だ
が 、
こ
れ
につ
い
て
は
⑩
「
語
構
成

論か
ら
見た
語
の
本
質につ
い
て」
(『
宮城
教
育大
学国
語国文』
(
初、
位-
3)

も
あ
り 、

参
考
と
な
る 。

複
合
動
調に
つ
い
て
は 、
⑩
石
井正
彦「
動
調の
結
果
性と
複
合
動
詞」(『
国



象(理論 ・ 現代)
語
学
研
究』
紅 、
白
・
4) 、

⑩
中
村
そ
の
子
「
現
代
語
複
合
動
詞
の
多
様
性
||

比喰性との関連において
11」

(『
関
東
学院
大
学文
学部
紀要』
ω 、
目
・2)

な
ど

が
あ
り 、
ま
た
研
究
史
に
関
し
て 、
⑩
林
翠
芳「
複
合
動
調
研
究
の
現
在」(「同

志
社国
文
学」
幻 、
mm
・3)

が
あ
っ
た 。

複
合
名
詞
に
つ
い
て
は 、
⑩
前
田
広
幸
「
再
帰
性
漢
語
複
合サ
変
名
詞
の
形

成
を
め
ぐ
っ
て
||「自
l口(スル)
と「自己
||口口(スル)」
を中心に
||」
(『
女

子大
文
学国
文
篇』
〈大
阪
女
子大
学
〉
“、
自・
3)

が
あ
っ
た 。
ま
た 、
「
臨
時

一
語」
に
つ
い
て 、
⑩
石
井正
彦「
臨
時一
一詰
と
文
章
の
凝
縮」
(『
国語学』
川 、

mm・
6)
は 、
文
体
に
関わ
る
が 、
語
構
成
論
的
観
点か
ら
も
興
味
深い 。

複
合
語
の
促
音
挿
入
を
接
頭
辞
と
の
関
係で
考
察
し
た
も
の
に 、
⑩
高
山
知

明「
複
合
語
に
お
け
る
促
音
挿
入
と
接
頭
辞「プ
ツ」

「
ヒ
ツ」

等
を
持つ
類
と

の
干
渉
回
避
に
つ
い
て」
(
「
香川
大
学
園文
研
究」
問、
mm・9)
が
あっ
た 。
漢

語
の
語
構
成で
は 、
⑩
中
川
正
之「
〈
中
国
語
か
ら
見た
〉
語
構
成
||とくに並

立需をめぐって」
(『
言
語』
幻』3 、
幻-
3)
は 、
対
照
研
究
で
あ
る
が 、
相
互
に

異
な
る
語
構
成
に
ふ
れ
て
興
味深い 。

接
辞に
つ
い
て
は 、
⑩
籾
山
洋
介
「
接
頭
辞
「モ
ノ」
を
含
む
形
容
調・
形

容
動
詞
の
意
味
分
析」
(『日
本語
論究3』 、
ω
-

m)
は 、
「モ
ノ
+

X」
「
X」

の
意
味
の
比
較
か
ら
「モ
ノ」
の
接
頭
辞
的
性
格
を
検
証
す
る 。
漢
語
系
の
接

辞
で
は 、
⑩
堀
口

和
吉
「
助
辞
「
1

的」
の
受
容」
(『
山
遁
道』
初 、
mM
・3)

は 、
近
世か
ら
現
代
を
視
野に
入
れ
る
が 、
状
態
性
の
「
的」
に
対
し
て 、
非

状
態
性
の
「
的」
用
法
を
重
視
すべ
き
だ
と
す
る 。
「
1

的
の」
「
1

的
な」
の

ゆ
れ
の
問
題
な
ど
に
有
益
な
視
点
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。
複
合
辞
につ

い
て
は 、
⑩
松
木正
恵「
複
合
辞
性を
ど
う
と
ら
え
る
か
||現代日本語におりる

複
合嬢続
助詞を
中心に
||」(「日

本語
史の
諸
問題ど
が
あっ
た 。
複
合
辞
性を
形

成
の
過
程
か
ら
だ
け
で
な
く 、
機
能
な
面か
ら
も
考
察
す
る 。

語

派
生
的
な
形
式
に
つ
い
て
は 、
⑪
郎
根
成
「サ
変
動
詞に
お
け
る
漢
語
語
幹

||一

字漢語を
中心に
||」
(「
一専修国文』
日 、
mm・
-、
⑮
中
北
美
千
子
「
形
容

調・
形
容
動
詞
と
形
式
動
調
「
す
る」
の
結
合に
つ
い
て」
(『
国文目
白』
辺 、

目・
2) 、

特に
擬
態
語
が
と
る
形
式に
関
し
て 、
⑩
赤
羽
根
義
章
「
擬
情
語の

意
味
機
能
||「擬情語+する 、
している」
をめぐって
||」

(「
宇大
国語研
究」
5 、

目・
7) 、
⑩
楊
淑
雲一
「
擬
態
語の
派
生
動
詞に
つ
い
て」
(
「
国語
学研究』
辺 、

幻・
3) 、
⑮
同
「「
擬
態
語
+

す
る
/
な
る」
の
形
式に
つ
い
て」
(『
東
北大
学

文
学部日
本語
学科
論集』
3 、
自・9)
が
あっ
た 。
⑩は 、
人
称
制
限
か
ら
考

察
を
加
え
る
が 、
感
情
形
容
詞
及
び
そ
の
動
調形と
の
対
比
が
興
味
深い 。

対
照
研
究で
は 、
⑩
韓
有
賜「
併
存す
る
漢
語
動詞に
つ
い
て
||韓国語との

対照考察
||」

(「
名古屋大
学
国語国文
学」
初、
的出
・
7)
が
あっ
た 。

[
造
語]
⑪『
日
本
語
学」
(U15 、
ω・
5)
が
「
日
本
語
の
造
語
力」
を
特
集

し 、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門に
関わ
る
論
者
の
考察が
興
味
深
かっ
た 。
こ
の
内
⑩

野
村
雅
昭
「
造
語
法と
造
語
力」
で
は 、
造
語
力
の
概
念に
生
産
量
と
生
産
性

を
区
別
すべ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ど
造
語
論
の
問
題
点
を
指
摘
す
る 。
⑩石
井

正
彦
「
造
語
力
を
は
か
る
た
め
に」
は 、
造
語
力は 、
多
く
そ
の
結
果
か
ら
可

能
性
が
記
述
さ
れ
てい
る
こ
と
を
指
摘
し 、
可
能
性
を
計
る
こ
と
を
め
ぐっ
て

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
を
提
示
す
る 。
⑩
斎
藤
倫
明
「
和
語の
造
語
力」
で
は 、
和

語
の
造
語
力が
必
ず
し
も
漢
語
に
劣ら
ない
こ
と
を
述べ
る 。

こ
れ
以
外で
は
特
に 、
⑩
石
井
正
彦「
造
語モ
デル
に
つ
い
て
の
覚え
書
き」

(『文
化
言
語学』)
は 、
造
語
を
表
現
活
動
で
あ
る
と
同
時
に 、
認
識
活
動
で
あ
る

と
捉
え 、「
造
語モ
デ
ル」
構
築の
た
め
に 、
造
語
の
過
程の
構
造
を
考
察す
る 。

原
認
識 、
命
名
認
識 、
語
形
の
形
成 、
意
味
の
形
成 、
語の
位
置
付
け 、
意
味

の
確
立 、
社
会
化
な
ど
の
過
程
を
示
し
示
唆
に
富
む 。
ま
た 、
具
体
的
な
造
語

法
に
関
し
て
は 、
⑫
永
瀬
治
郎「かキャ
ンパ
ス
言
葉。
の
造
語
法」
(『
専修国
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文』
ω 、
ω・
1) 、

⑮
米
川
明
彦「
業
界
用
語
の
造
語
法」
(『
言笥巴
幻12 、
白・

2)
が
あっ
た 。

省
略
表
現
に
つ
い
て
も
⑩
『
日
本
語
学』
(Uim 、
mm・
-
に
特
集
が
あっ

た 。
⑮
菅
野
謙「マ
ス
コ
ミ一言
語
の
省
略
表
現」(
同)
は 、
放
送(
音声伝達)

と
新
聞(
文
字伝達)
で
省
略
表
現
の
様
相
が
異
な
る
こ
と 、
文
字
単
位の
省
略

と
単
語
単
位の
省
略
の
あ
る
こ
と
を
指
摘す
る 。
⑮
石
野
博
史
「
略
語の
造
語

法」
(
同)
で
は 、
非
略
語
形
が
想
定で
き
ない
疑
似
略
語
を
指
摘
す
る 。

八 、
外
来
語・
漢
語

[
外
来量巴
今
期
の
外
来
語
に
関
す
る
論
考
に
接
し
て
気
の
つ
く
こ
と
の一
つ

は 、
あ
る
資
料
・

分
野で
実
際に
使
用
さ
れ
た
外
来
語
の
調
査
に
基
づ
く

論
考

が
ほ
と
ん
ど
な
かっ
た
こ
と
で
あ
る 。
後
に
み
る
よ
う
に 、
外
来
語
研
究は
借

用
の一
般
理
論へ
と
進
むべ
き
だ
と
す
る
提
言
も
あ
り 、
重
要
な
視
点で
あ
る

が 、
か
と
い
っ
て 、
現
代
日
本
語の
外
来
語
の
あ
り
方が
十
分
に
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ない 。
⑮
総
理
府
広
報
室
編『
月
刊
世
論
調
査』(幻・

1)
か
ら
も「
外
来
語の
氾
濫」
意
識
が
裏
付
け
ら
れ
る
が 、
語
裳
論と
し
て
の

外
来
語
研
究の
立
場か
ら
は
「
氾
濫」
と一
括
さ
れ
る
問
題
で
は
な
か
ろ
う 。

「
氾
濫」
の
中
の「
秩
序」
の
検
証
に
つ
な
が
る
考
察
に
は
実
態
的
な
調
査
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
る 。
今一
つ
は 、
「
外
来
語」
の
用
語
の
問
題
で
あ
る 。
近

年 、
西
欧
語
起
源
の
外
来
語
を
指
す
用
語
と
し
て「
外
来
語」
「
洋一誼巴
の
ほ
か

に
「カ
タ
カ
ナ
語」
「
カ
タ
カ
ナ
外
来
語(
洋
語)」
「カ
タ
カ
ナ
英
語」
な
ど
も

み
ら
れ
る 。
こ
の
内
「
カ
タ
カ
ナ
語」
は
外
来
語に
限
ら
ず 、
片
仮
名で
表
記

さ
れ
る
語
を
広
く
意
味
す
る
場
合
も
あ
り
誤
解
を
生じ
か
ね
ない 。「カ
タ
カ
ナ

外
来
語(
洋諸こ
は 、
こ
の
点を
配
慮
し
て
か
も
し
れ
ない
が 、
い
ず
れ
に
し

て
も
自
覚
的
な
用
語
の
使
用が
望
ま
れ
る 。

外
来
語
研
究
の
視
点に
関
し
て
は 、
⑮
石
綿
敏
雄
「
外
来
語と
日
本
文
化」

(「日
本語学』
Hl3、
幻・
3) 、

⑮
同
「
外
来
語」
(『
国文

学||解釈と教材の研

究
||」

目・日)
が
あっ
た 。
「
外
来
語」
の
中に
中
国
系の
「
漢
語」
と
西
欧

系
の
「
洋
語」
が
あ
る
と
考
え
る
視
点 、
各
言
語に
お
け
る
借
用
の
あ
り
方の

中で
日
本
語の
外
来
語
を
考
え
る
視
点
な
ど
示
唆
に
富む 。
ま
た 、
⑩
宮
島
達

夫
「
日
本
語・ド
イツ
語
の
中の
外
来
語」
(『計量
国語学』
mt6、
位-
9)

も 、
外
来
語
の
範
囲
を
含め
て
同
様の
視
点に
立つ
も
の
で
あ
る 。
論
考
の
最

後に
「
外
来
語
研
究
も 、
個
々
の
言
語に
お
り
る
記
述
か
ら 、
い
くつ
も
の
言

語に
つ
い
て
の
借
用の
し
か
た
の
対
照
研
究へ 、
さ
ら
に
借
用の一
般
論へ
と

す
す
むべ
き
で
あ
る」
と
す
る
明
確
な
提
言
が
あ
る 。

具
体
的
な
論
考
で
は 、
⑩森
田い
ず
み「「
東
京
朝日
新
聞
昭
和
7
年
版」
に

見
る
外
来
語の
使
用
状
況
に
つ
い
て」(『
名古屋
大学国語
国文
学」
河 、
位-
7) 、

@
問 、
の
着
実
な
調
査
と
考
察
が
注
目
さ
れ
た 。
前
者は 、
外
来
語の
増
加
が

顕
著
な
傾
向
と
な
る
時
期
に
注
目
し 、
実
態
的
な
調
査
を
行っ
た
も
の
と
し
て

意
義
は
大
きい 。
後
者は 、
明
治・
大
正・
昭
和
の
外
来
語
増
加
が
ど
の
よ
う

な
意
味
分
野に
展
開し
た
か
を
「
客
体
か
ら
主
体へ」
と
結
論づ
け
る 。
た
だ

し
こ
の
結
論は 、
先
行
す
る
⑩
宮
島
達
夫が 、
日
本
語
の
外
来
語
の一
八・一

九・
二
O
世
紀
の
意
味
分
野の
推
移は
〈
生
産
物〉
が
次
第
に
下
が
り
〈
人・

主
体〉
〈
人
間
活
動〉
が
増
えて
き
た
と
す
る
言及
と
ほ
ぼ
重
な
る 。

外
来
語
の
語
形
を
問
題
と
す
る
も
の
に 、
⑮
井
口
厚
夫
「ボ
ディ
コ
ン
の
形

態
論

||
カ
タ
カ
ナ
語
に
お
け
る
日
本
語
頭
字
語
午
〉わ
き
Z
〈
き
に
お
け
る
音
韻
的
条
件
に
つ
い

て
ι||」

(『濁
協大学教
養諸学研究』
幻'2 、
目・
3)
が
あっ
た 。
外
来
語
の

短
縮
の
し
か
た
に
は 、
背
後
に
音
韻
的
な
制
約を
もっ
た
傾
向が
あ
る
と
す
る 。

ま
た 、
日
本
語
教
育の
立
場
か
ら
外
来
語の
促
音
化の
規
則
と
例
外の
扱い
方

を
考
察
し
た
も
の
に 、
⑩カツ
ケ
ン
プ
ッ
シュ
寛子「
外
来
語
分
析の
課
題
||
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促音化の規則と例外について
||」

(『日
本語
研
究と
日
本語
教
育ど
が
あっ
た 。
ま

た 、
日
本
語
教
育
の
た
め
の「
基
本
外
来
語」
選
定に
関わ
る
論
考
が
あっ
た 。

⑩
津
田
田
淳
子「
日
本
語
教
育
の
た
め
の
基
本
外
来
語に
つ
い
て」(『
奈
良教
育

大
学紀
要(人
文・
社会)』
必11 、
回-
H)
は
中
級レ
ベ
ル
ま
で
と
し
て
結

果
的
に二
六
三
語
を
選
定
す
る 。
選
定の
方
法 、
留
意
点が
明
確で
分
か
り
ゃ

すい 。
⑮
戸
田
利
彦「
外
来
語
に
関す
る
基
礎
的
研
究(1)
基本外来語の語形を

中心に」
(
「比
治
山女
子
短
期
大
学紀
要』
犯 、
回
-
3)
も
三
O
O
語
を
選
定
す
る 。

対
照
研
究で
は 、
⑩の
ほ
か
に
⑩
安
井
啓
雄
「
日
独
両
語に
お
け
る
英
語
借

用
語
に
つ
い
て
||受容条
件の比較対照
||」

(
「
紀要文
学
科(
中
央大
学)』
η、

目・
4)
が
あっ
た 。
ど
ち
ら
も
日
独
で
あ
り 、
さ
ま
ざ
ま
な
観点
か
ら
分
析

さ
れ
てい
る
点
で
示
唆
に
富
む
が 、
⑩は
計
量
的
方
法
に 、
⑩は
英
語の
受
け

入
れ
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
特
色が
あ
る 。
ま
た 、
⑬田
中
京
子
「
借
用
語
を

生
む
も
の
||ブラジル日系人の日本語を通して
111」

(『日
本
語
研
究と
日
本
語
教

育』)
も
異
文
化
接触
と
借
用
の
意
識
を
考
え
る
上
で
興
味
深
かっ
た 。

[
漢
語]
現
代
漢
語は 、
以
下
の
対
照
研
究 、
語
象
交
渉
の
視
点か
ら
の
も
の
を

除
く
と
以
外
に
少
ない 。
⑩
森
田
良
行「
新
漢
語
成
立
に
伴う
動
調
性
の
問
題」

(『
日
本語史の
諸
問題』)
は 、
漢
語
を
「
語
義
的
な
性
格一
本の
語
黛」
と
し 、

文
法
的
な
性
格
は
後に
なっ
て
添
加
さ
れ
る
と
す
る 。
漢
語
の
自
動
調・
他
動

詞
の
共
時
的
な
ゆ
れ
も
こ
こ
か
ら
解
釈
さ
れ
る
と
す
る
論
で
あ
る 。
⑩
林四
郎

「
日
本
語
2

字
漢
語
の
意
味
核」
(『応用
言語
学講座』
5 、
白・
7)
は
「
意
味

核」
か
ら
み
る
と 、
一
核 、
二
核 、
一
核
半
の二
字
漢
語
の
見方
が
で
き
る
と

す
る 。
特
定の
漢
語
に
つ
い
て
は
⑩
鈴
木
英
夫
「
新
漢
語
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
||
「
全然」
を例とし
て

11」
(
『
国
語
研
究」)
が
現
代
の
「
全
然
御
機
嫌
だ
よ」

な
ど
の
用
法
に
至
る
展
開
を
考
察す
る 。
漢
語
の
位
相に
つ
い
て
は 、
⑩
野
村

雅
昭
「
現
代
の
漢
語・
漢
字の
位
相」
(『日
本
語学」
ロ08 、
目・
7)

が
あっ

業(理論 ・ 現代)歪E
関口

た 。対
照
研
究で
は 、
⑩
松
岡
祭
志「
漢
字
と
漢

語l|日中雪同盟
罫照研究の観点から

||」
(『文化言語
学』)
は
日
中
対
照
研
究の
あ
り
方
を
問
う 。
ま
た
同
形
語
を

扱
う
も
の
に
は 、
⑩
宮
島
達
夫「
日
中同
形
語
の
文
体
差」(「阪大日
本語研究』

5 、
目・
3) 、

⑩
葎
曹
麗
「
日
中
同
形
異
議
漢
語に
つ
い
て」
(『日
本文
学研
究

会会
報』
7 、

幻・
3)
な
ど
が
あっ
た 。
⑩は
日中
同
形
語は
文
法
差・
意
義

の
差
のほ
か
文
体
差
を
持つ
こ
と
に
つ
い
て 、
中
国
語で
普
通の
語で
も
日
本

語で
は
か
な
り
か
た
い
表
現
に
な
る
など
のい
くつ
か
のパ
タ
ー
ン
を
示
す 。

ま
た 、
同
形
語
の一
種で
あ
る
漢
語
の
擬
態
語に
関
し
て 、
⑩
張
紹
好・
小
川

学
夫
「
漢
語の
日
中
対
照

||古典語
に由来
す
る疑態語を中心
に

||」
(
『
鹿
児島
純

心
女
子
短期
大
学研
究
紀
要』
刀 、
幻-
3)
が
あっ
た 。

ま
た 、
中
国・
韓
国
と
日
本
製
漢
語
の
語
黛
交
渉
の
観
点
か
ら
は 、
⑩
沈
国

威「
現
代
中
国
語
に
お
け
る
日
本
製
漢
語」
(『日
本語
学』
ロ
18 、

幻
・
7) 、

⑩

同
「「
新
爾
雅」
と
そ
の
語
棄
に
つ
い
て」
(「文
林』
幻 、
目・
3) 、

⑩
李
漢
安

「
現
代
韓
国
語に
お
け
る
日
本
製
漢
語」
(『日
本語学」
同) 、
⑩
中
係
修・
李大

清
「
近
代
新
漢
語
に
お
け
る
中
日
語
棄
の
交
流
||逆移入された日本製中日同形漢

語の奥同を中心に
11」

(「
静
岡
大
学教
育
学部研
究
報
告教
科教
育
学編』
μ 、
mm・

3) 、
⑩
劉
凡夫
「
中
国
語
辞
書「
辞
源」
初
版に
収
録さ
れ
た
日
本
語
象の
性

格」
(
「国
語
学研
究」
位、
目・
3)
が
あ
り、
多
彩で
あっ
た 。

九、

位

相
語
(
女
性
語
・

児
童
語
・

育
児
語
・

若
者
の
言
葉
・

専
門
語
な
ど)

[
女
性謹巴
女
性
を
め
ぐ
る
言
葉
の
研
究は 、
今
期 、
特に
活
発で
あっ
た 。
単

行
本や
雑
誌
の
特
集の
形
と
なっ
た
も
の
も
多い 。
単行
本で
は 、
⑩
堀
井
令

以
知「
は
た
ら
く
女
性の
こ
と
ば』
(
明治書院 、
幻-
4) 、

⑮
遠
藤
織
枝
編(
小
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林
美恵
子・
高崎みど
り
参加
執筆)
『
女
性
の
呼び
方
大
研
究」
(三
省堂 、
m出
・

日) 、
⑮
れい
の
る
ずH
秋
葉
か
つ
え
編「お
ん
な
と
日
本
語』
(
有信堂 、
幻­

ω)
な
ど
が
あっ
た 、

⑮⑮
は
主
と
し
て
フェ
ミニ
ズ
ム
の
立
場か
ら
考
察す
る

が 、
こ
れ
ま
で 、
=一一口
語
の
周
辺
的
な
も
の
と
さ
れ
が
ち
だっ
た
問
題の
対
象
化

は 、
現
代
語
棄
の
研
究に
とっ
て
も 、
新た
な
視
点の
開
拓に
つ
な
が
る
は
ず

で
あ
る 。
⑩は
以
下
の
⑮(日 、
位-
U)
に
遠
藤
織
枝
の
書
評
が
あ
る
が 、
女

性
語
の
と
り
あ
げ
方
の
意
識の
違い
に
驚
か
さ
れ
る 。

雑
誌
の
特
集
で
は 、
⑮「
特
集
世
界
の
女
性
語日
本
の
女
性
語」(『日
本語

学』
ロ
6、
自・5)
が
あっ
た 。
フェ
ミニ
ズ
ム
の
視
点に
立
つ
以
外に
も 、

女
性
語
の
記
述
的
な
研
究
も
多
く
多
彩で
あ
る 。
「
序
章」
に
あ
た
る
⑮
井
出
祥

子
「
世
界
の
女
性
語・
日
本
の
女
性
語
l|女性語研究の新展開を求めて」
は 、
女

性
語
研
究
史
と
し
て
も
分
か
り
ゃ
す
く 、
ま
た 、
将
来の
女
性
語
研
究へ
向
け

た
展
望
も
建
設
的
で
あ
り
印
象的
で
あっ
た 。
巻
末の 、
⑮
寺
田
知
美
「女
性

語
研
究
文
献
目
録(日
本語・
外国語
こ

も
有
益
で
あ
る 。
⑮
『
女性による研究

誌
こ
と
ば」
(日 、
m出・
ロ)
(
M 、
mm・
ロ)
に
は 、
女
性
語
に
関す
る
多
く
の
論

考
が
あ
る 。
中
で
も
両
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
共
同
研
究
・女

性
の
こ
と
ば
と
世

代」
の
諸
論
考
は 、
二
つ
の
家
庭
の
実
際の
座
談
資
料に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

り 、
話
言
葉
の
分
析
と
し
て
も
貴
重
な
成
果
で
あ
る 。
ま
た
『三
省
堂ぶつ
く

れっ
と』
(
削 、
mm・
5)
に
は 、
刑
法の
用
語に
関し
て 、
⑮
遠
藤
織
校「
刑
法

の
「
女
性
の
呼び
方」
を
読
む」 、
⑮
角
田
由
紀
子
「「
お
ん
な」
か
ら
刑
法
の

こ
と
ばへ」
も
あっ
た 。
こ
の
他 、
女
性
を
め
ぐ
る
言
葉 、
ま
た
男
女
差
を
扱

う
も
の
で
は 、
⑩
佐
久
間
ま
ゆ
み
・

鈴
木香
子
『
女
子
学生
の
日
常
談
話
の
接

続
表
現』
(『国文
目
白』
明記 、
mm・
2) 、

⑩
谷
山
恵
「
類
義
語
の
使
用
に
お
け
る

年
代
差・男
女
差
に
つ
い
て」
(『
言語文
化研
究」
2 、
mm・
3)
の
具
体
的
な
調

査
が
注
目さ
れ
た 。

[
児
童
語・
育
児
語]
⑩『日
本
語
学』
(日'2 、
平
2)
で
「
児
童
の
こ
と
ば」

の
特
集が
組ま
れ
た
が 、
こ
こ
で
⑩
前
田
富
棋「
児
童
の
こ
と
ば
||研究の現状

と展

平la」
は 、
日
本
語
学
研
究
と
して
の
児
童
のこ
と
ば
の
研
究
は
そ
の
方
向

を
見
出
し
て
お
ら
ず 、
研
究
法
の
確立
が
現
在もっ
と
も
必
要な
課
題
で
あ
る

と
す
る 。
こ
こ
に
「
児
童
の
用い
るこ
と
ば」
と
「
児
童
の
た
め
の
こ
と
ば」

の
観
点
が
あ
る
が 、「
児
童
の
用い
るこ
と
ば」
を
考
察し
た
数
少
ない
論
考
に 、

⑩
中田
敏
夫
「
児
童
作
文
の
語
集に
関
す
る
研
究
ll諮象表
||」

(『愛知教
育

大
学研究報
告人
文
科学』
HH、

ω・
2)、
⑩
「
児
童
作
文
の
語
棄
に
関す
る
研

究2
||『分類語業

主
棺の類
||」

(同位 、
自・
2) 、

⑩
「
児
童
作
文
の
語
棄

に
み
る
男
女
差」(『
国語科教
育』
ω 、
ω・3)
の一
連
の
研
究
が
あ
る 。
小
学

校二
校
の
全
校
生
徒の
作
文
の
語
会
を
対
象と
す
る
労
作で
あ
る 。

倫⑮は
そ

の
語
会
表 、
⑩は
そ
の
分
析
で
あ
る 。
な
お
「
児
童
の
た
め
の
こ
と
ば」
に
相

当
す
る
も
の
は「
特
定
資
料
の
語
嚢」
の
項で
扱っ
た 。
育
児
語に
つ
い
て
は 、

⑩
村
瀬
俊
樹・
小
椋た
み
子・
山
下
由
紀
恵
「
育
児
語
の
研
究
ω
ーー動物名称に

関する母親の使用語 ・
子の月齢による違い
|」

(『
島
線
大
学法文
学部
紀
要文
学
科

編』
げtI 、
ω
・7)

の
興
味深い
考
察
が
あっ
た 。

[
若
者のZ言
葉]
⑩
米
川
明
彦「
す
き
や
ね
ん
若
者
語
辞
典」
が
「一言
語』
(幻

4 、
位-
4)
で
完
結
し
た 。
⑩
吉
岡
泰
夫
「お
も
し
れ
l

け
ん
若
者
語イ
ノ
ベ

ーショ
ン」
も
『
言
語」
(n'4 、
目・
4)
で
完
結し
た 。
貴
重
な
資
料と
な

ろ
う 。

[
専
門
用
語]
⑩『
専
門
用
語
研
究」
(5 、
mm・
7)
に
は 、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム(
専

門用
語の
生
態
学)
の
記
録と
し
て 、
⑪
長
尾
真「
専
門
語
辞
典
の
体
系
的
構
成

法」 、
⑪
日
高
進
「
用
語の
造
語メ
カニ
ズ
ム」 、
⑬
森
岡
健二
「
専
門
用
語
の

命
名に
お
け
る
諸
問
題」
が
掲
載さ
れ
た 。
他
に
専
門
用
語
の
シ
ソ
ー

ラ
ス
に

つ
い
て
は 、
⑩
影
浦
峡「
専
門
用
語
の
シ
ソ
ー

ラ
ス
||情報検索用γソlラスにお
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りる専門用語および概念の分類と組織化
||」(「日

本語
学」
ロ15 、
犯・5) 、
⑮五

味
淵
亘
「』
円ω斗
科
学
技
術
用
語シ
ソ
ー

ラ
ス
1
9
9
3
年
版
の
作
成」
(『
情

報
管理」
おln 、
自・2)
が
あっ
た 。
⑮に
よ
る
と
九三
年
版で
は 、
新
語
の

追
加
は
医
学
用
語の
増
加
が
最も
多
く 、

物
理 、
電
気 、
基
礎
科
学の
順とい

う 。
ま
た 、
⑩
山
村
良
彦「
金
属工
学に
お
け
る
漢
字
文
字
列
か
ら
2字漢詩
語

基)
と
接辞の
抽出」
(『
情報の
科
学
と
技術』
川 、
自・6)
は 、
二 、
三
字の
文
字

列
か
ら
抽
出さ
れ
るこ
字
漢
語
が
専
門
領
域
の二
字
漢
語
の
大
半
を
占め
る
と

い
う 。
特
定
の
術
語
を
具
体
的
に
考
察
す
る
も
の
に 、
⑪
鈴
木
豊
「
術
語と
し

て
の「
清
音」
と「
濁立日」」
(『文
京
女
子
短
期
大
学英
語
英文
学科
紀要」
お 、
川出・

ぎ
が
あっ
た 。
対
照
研
究で
は 、
⑩
安
井
啓
雄「斗
255。一cmぽ
論の
試み

(1)
||日独対照術語論
||」

(「
紀
要文
学
科(
中
央大
学)』
河 、
位-
4)
が

注
目
さ
れ
た 。

十、

オ
ノ
マ
卜
ぺ

会(理 論 ・ 現代)

こ
の
分
野
に
関
し
て
は
今
期三
O
編ほ
ど
の
研
究
が
あ
り 、
そ
の
三
分
の一

ほ
ど
が
対
照
研
究
で
あっ
た 。
研
究
論
文
の
多さ
と
対
照
研
究
の
占
め
る
割
合

の
高い
こ
と
は
今
期
に
限
ら
ない 。
諸
論
考
中 、
⑩
南
部
忠
明
「
オ
ノ
マ
卜ぺ

の
構
造
||形態と意味
11」

(「日
本
語論
究」
3、
川出-
m)
が
方
法
論
的
な
自
覚

に
富
み
特
に
注
目
さ
れ
た 。
オ
ノ
マ
トペ

の
形
態
的
構
造
と
意
味
の
関係
を
周

到に
検
証
し 、
形
態が
決
ま
れ
ば
意
味
も
あ
る
程
度
決
定さ
れ
るこ
と
を
論
証

す
る 。
南
部
は
オ
ノ
マ
トぺ
は
特
殊で
は
な
く 、
そ
の
解
明が一
般
言
語の
法

則
の
普
遍
化に
役
立
つ
と
の
問
題
意
識
に
立つ 。
⑩
域
生
信
太
郎
「
連想
と
オ

ノマ
トペ」

(
①)
も 、
オ
ノ
マ
トペ
は
特
殊で
は
な
く 、
現
代
日
本
語
全
体
に

共
通
す
る
問
題
で
あ
る
と
す
る 。
オ
ノ
マ
トペ
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
対
象
化

の
意
識は 、
今
後も
オ
ノ
マ
トペ

研
究
に
刺
激
を
与
えて
い
く
だ
ろ
う 。

呈五
阿口

⑩
三一一口
語』
(nI6、
目・6)
が
「
オ
ノ
マ
トぺ」
を
特
集し 、
そ
れぞ
れ

興
味深
かっ
た
が 、
⑩田
守
育
啓
「
日
本
語
オ
ノマ
トペ
の
音
韻・
形
態
的
特

徴」
も
形
態
的
特
徴と
意
味
の
関係
を
扱
う
が 、
オ
ノマ
トペ

以
外
の
形
態
を

視
野に
入
れ
る 。
⑩
瞥見
串時
雄
「一
一般
語
棄と
なっ
た
オ
ノマ
トペ」
は
語
素
化

の
段
階か
ら
オ
ノ
マ
トペ
を
捉
え
る 。
特に
擬
態
語に
中
心
を
お
く
も
の
で
は 、

⑩
山
崎
幸
雄
「
擬
態
語
再
考」
(「人文
科
学研
究(
新
潟大
学)」
別 、
mM・
7) 、

⑮
加
藤
弘「
擬
態
語
の
形
態に
つ
い
て」(『
東
北大
学日
本語教育
研究
論
集』
7、

mm・3)
が
あっ
た 。
⑩は
「
擬
態
語」
の
概
念は
定め
に
く
く 、
一
種の
開
集

合と
捉
え
る
と
す
る
問
題
提
起
の
論
で
あ
る 。

対
照
研
究で
は 、
⑩
陶
振
孝
「
中
国
語と
日
本
語
の
「
擬
声
語」
に
つ
い
て

の
対
照」
(『講座日
本語教
育』
幻 、
幻-
3) 、

⑩
命三
善
「
日・
韓
両
国
語の

擬
音
語・
擬
態
語
の
比
較
研
究
||子音・母音の変
換による
意思の変化につ
い
て

||」

(『
貿
践
園文
学」
位 、
的出・9) 、
⑩森
下
喜一
・

池
景
来
「
日・
韓の
オ
ノマ
ト

ぺ
の
子
音
を
比
較し
て

||全羅南道方言とも対比
||」(『

作新
学院大
学紀要
||

文化と科
学||」
2 、

回・
3)
な
ど
が
あっ
た 。
⑩は
日
本
語
の
子
音の
変
換

に
よ
る
語感
の
違
い
は
韓
国
語で
は
母
音
に
よ
る
こ
と
が
多い
と
す
る 。
英
語

と
の
対
照
で
は 、
⑩ロ
ーレ

ン
ス・
ス
コ
ウ
ラ
ッ
プ
「
日・
英
オ
ノマ
トペ
の

対
照
研
究」
(「言語』
幻
6、
mm
・6)
な
ど
が
あっ
た 。

翻
訳
を
め
ぐっ
て
は 、
⑩ωNmBヨ巾
g
Eコ
「
擬
音
語・
擬
態
語に
お
げ
る

日
本
語・
英
語・
ポ
ー

ラ
ン
ド

語の
対
照
研
究」
(『文教大
学国文」
引 、
位-
3) 、

⑩
竹
内
公
誠
「
象
徴
語
の
翻
訳
を
め
ぐ
る二
つ
の
問
題
||日本語とフランス誇と

の「機臨思表現」(
そ
の1)

||」
(『武
蔵大
学人文
学会
雑誌』
M04 、
mm
・4)

な
ど
が
あっ
た 。
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十
一
、

索
引
・

辞
書
・

辞
書
研
究

今
期 、
辞
書
の
世
界は 、
新
た
な
出
版 、
改
版と
も
に
盛ん
で
あっ
た 。
新

た
な
国
語
辞
書
と
し
て
は 、
⑩
「
集
英
社
国
語
辞
典』
(目・
2) 、

『
大
辞
林』

を
デ
ー

タベ
ー

ス
と
す
る 、
⑩
『
辞
林幻」
(
mm・
7)

が
出
版
さ
れ
た 。
⑩の

収
録
項
目
数
は
九
万二
千 、
⑩が一
五
万
で
あ
る 。
収
録
項
目
数と
し
て
は 、

小
型の
国
語
辞
書
と
し
て
は
ほ
ぼ
極
限
に
達
し
た
か
の
観が
あ
る 。
多
様な
用

途
の
た
め
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
点
も
両
書
の
特
徴で
あ
る
が 、
こ
れ
ら

の
点に
お
い
て 、
両
辞
書
の
今
期の
出
版は 、
現
代の
国
語
辞
書
編
集の一
つ

の
典
型
を
示
し
た
とい
え
る
か
も
し
れ
な
い 。
改
版で
は 、
⑩
『
講
談
社
国語

辞
典』
(
第二
版 、
ω・
l)

⑮
『三
省
堂
国
語
辞
典』
(
第四
版 、
幻-
2) 、

⑩

『
旺
文
社
国
語
辞
典」
(
第八
版 、
位-
m) 、
⑩
『
現
代
国
語
例
解
辞
典」
(
第二

版 、
mm・
-) 、

⑩
『
例
解
新
国
語
辞
典」
(
第四
版 、
mm・
日) 、
⑩
「
新
撰
国
語

辞
典』
(
第七
版 、
小
学館 、
例・
1)

が
あっ
た 。

逆
引
き
辞
書で
は 、
⑩『
逆
引
き
熟
語
林』
(
平
4) 、

⑮『
逆
引
き
広
辞
苑」

(MM・
日)
が
あっ
た
が 、
辞書の
代
名
詞と
もいわ
れ
る
『
広
辞
苑』
の
逆
引

きの
出
版
は 、
逆
引
き
辞
書
の
存
在
を
世
間
に
知
ら
し
め
た
に
違い
ない 。
⑩

『
日
万
例
文・
成
句
現
代
国
語
用
例
辞
典」
(
教
育社 、
幻-
2)
は 、
用
例
辞
典

と
し
て
大
幅
な
改
訂
で
そ
の
特
色
を
強め
た 。
⑩
津
端
亨
編
『
現
代
短
歌
分
類

辞
典』
は
新
装
版
と
なっ
た 。
ま
た 、
⑩
国
立
国
語
研
究
所
編
の
『
固
定
読
本

用
語
総
覧』
は 、
『
国
定
読
本
用
語
総
覧
8
第五
期
[
あ
1つ]」

(回・
7)
ま

で
出
版
さ
れ 、
すで
に
昭
和
に
入
り 、
第五
期の
後
半と
第六
期
を
残
す 。
漢

和
辞
典
も
何
種か
の
新
た
な
出
版
も
あっ
た
が 、
現
代
漢
語の
観
点か
らは 、

⑮
『
現
代
漢
語
例
解
辞
典』
(
m?
と
が
特
色
の
あ
る
も
の
で
あ
る 。

辞
書
研
究
で
は 、
ま
ず 、
一
般の
国
語
辞
書に
関
し
て 、
⑫
山
本
清
隆「
国

語
辞
典に
お
け
る
自
他
記
述の
問
題
点」(『東海大学文明
研究所紀要』
日 、
回-

3) 、
⑩
倉
島
節
尚「
辞
書
に
お
け
る
規
範
と
慣
用
続
考」(『大正大学
大学
院

研究
論集』
口 、
mm・
3)
が
あっ
た 。
⑮は
四
O
種
以
上
に
及ぶ
国
語
辞
典
の

自
他
記
述
の
ゆ
れ
を
精
密
に
検
証
す
る
労
作で
あ
り 、
そこ
に
文
法
論の
問
題

が
映
し
出さ
れ
て
い
る 。
⑮は
表
題の
立
場か
ら 、
代
表
的
な
辞
典
の
言
語
変

化に
対
す
る
姿
勢
を
明ら
か
に
す
る 。
研
究
論
文
で
は
ない
が 、
⑩
西
山里
見

と
Q
Q
Qの
会
『
辞
書こ
ん
な
に
面
白
く
てい
い
か
しら〔三
省堂『
新明
解国

語辞典』
主
幹に
宛てた三
通の
手紙〕」
(JIC
C出版
局 、
m出・
6)
は
辞
書
批

判と
し
て
特
色
の
あ
る
もの
で
あ
る 。

ま
た 、
明
治
大
正
期
の
英
和
辞
書の
資
料
性の
杷
握
に
関
連
し
て 、
⑩
菊
池

悟「
見
出
し
語の一
致
度か
ら
見
た
英
和
対
訳
辞
書の
系
統
数量化理論第W類に

よる分析」
(『岩手大
学教育学部研究年報』
臼ll 、
位-
m)
が
あっ
た 。
大
正

期
以
降の
新
語
辞
典の
資
料
性に
つ
い
て
は 、
⑩松
井
栄一
「
新
語
辞
典
の
性

格(4)」(「山
梨大
学教
育学部研究報告
第l
分冊G11
国文学論
集』 、
犯・
2) 、

⑪
湯
浅
茂
雄「
生
団
長
江
編『
文
学
新
語
小
辞
典』
と
新
語
辞
典
類」
(『
国語語

染史の
研究』
口 、
mm・
7)
が
あっ
た 。
ま
た 、
シ
ソ
ー

ラ
ス
につ
い
て
は 、

⑮
木
村
睦
子
「
意
味
分
類
体
辞書の
系譜」
(『日
本語学」
ロ。5 、
目・
5)
の

解
説
が
あっ
た 。
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十
二、

お
わ
り
に

稿
を
終
え
る
に
あ
たっ
て 、
本
欄
の
範
囲
につ
い
て
思
うと
こ
ろ
が
あっ
た 。

本
稿は 、
日
本
語
教
育に
関
わ
る
論
考
を
積
極
的
に
本
欄の
範
囲
に
お
さ
め
る

立
場
を
とっ
た
が 、
そ
の
量
及
び
日
本
語
教
育に
特
有
な
視
点の
質か
らい
っ

て 、
そ
ろ
そ
ろ
「
日
本
語
教
育」
の
欄
を
各
欄か
ら
独
立
さ
せ 、
専
門
家
に
よ

る
日
本
語
教
育の
展
望
が
行
わ
れ
るべ
き
で
あ
る
と
思
う 。



以
上 、
展
望
の
責
任
を
果
た
し
た
か
ど
う
か
こ
こ
ろ
も
と
ない 。
は
る
か
に

能
力
を
越
え
る
数の
論
考
の
収
集・
閲
覧
に
夢
中に
な
り 、
か
えっ
て 、
重
大

な
見
落と
し
が
な
かっ
た
か
と
不
安
で
あ
る 。
取
り
上
げ
ら
れ
な
かっ
た
論
考 、

閲
覧で
き
な
かっ
た
論
考
の
著
者に
は
お
許
し
を
請
う
よ
り
他に
ない 。
最
後

に
なっ
た
が 、
文
献
の
収
集・
閲
覧
に
関し
て 、
国
立
国
語
研
究
所
図
書
館
の

大
塚
通
子
氏・
綱
川
博
子
氏 、
同
情
報
資
料
研
究
部の
伊
藤
雅
光
氏
・

伊
藤
菊

子
氏 、
勤
務
校
付
属
図
書
館
の
村
上
知
子
氏・
土
師
裕
子
氏
に
お
世
話に
なっ

た 。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る 。

||ノ
l
トル
ダム
清
心
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授
||

象(理論・現代)語
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